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特定非営利活動法人大阪マスターズ陸上競技連盟  

第 9回理事会 議事録 

１．日 時 2015年（平成 27年）3月 28日（土） 13：10～15：40 

２．場 所 長居球技場（キンチョウスタジアム）2階会議室 

３．出 席 者 理事； 23人（理事総数 27人） 

熊木 利隆、大橋 一男、池上 健三、下村 玲、山中 保博、浅村 眞理子、安達 芳惠、 

上村 京司、宇野 初男、大倉 節子、神谷 亭市、栗原 幸一、小西 宏之、坂下 勝正、 

鶴川 寿壽、並川 耕士、深尾 真美、藤田 幸久、松島 忠士、村田みつ子、森井 正和、 

藪下 正治、山下 弘 （注）下線の理事は、書面表決による議決権行使者 

監事； 1人（監事総数 2人） 椎木 茂久 

４．議事の経過要領および議案別決議結果 

第１号議案 第 21回近畿マスターズ駅伝大会について（報告） 

2015 年 2 月 22 日（日）に和歌山・紀三井寺公園陸上競技場において開催された第 21 回近畿マスタ

ーズ駅伝大会での大阪チーム（10チーム参加）が総合成績 1位となり、エルダーの部で 1位になる B

などの成績が報告され、承認された。 

第 2号議案 平成 27年度会報発行について（報告） 

平成 27年度会報を 3月 13日に発行し会員あて直送し、今号ではトッピクスを新設するなど掲載内容

を工夫するとともに、記録コーナーのポイントを下げて 2 段組みとしページを 171Ｐから 115Ｐに圧

縮するなどの対応を行ったとの報告が事務局からあり、承認された。 

第 3号議案 公益社団法人日本マスターズ陸上競技連合第 21回通常総会について（報告） 

2015 年 2 月 28 日（土）に東京都中央区で開催された第 21 回日本マスターズ陸上競技連合社員総会

の主な議決事項等について報告がなされ、承認された。 

第 4号議案 平成 26年度近畿マスターズ第 2回理事会について（報告） 

2015 年 3 月 22 日（日）に開催された平成 26 年度第 2 回近畿マスターズ理事会での議決事項等につ

いて報告がなされ承認された。 

第 5号議案 近畿マスターズ派遣役員の選出について 

2015 年 3 月 22 日（日）に開催された平成 26 年度第 2 回近畿マスターズ理事会での平成 27 年～28

年度の役員定数が正式に決定したことを受けて、大阪マスターズからの近畿マスターズ派遣理事につ

いて、次のように候補者の提案がなされ承認された。 

理事候補  （近畿副会長）熊木 利隆、 

（近畿理事長）池上 健三、 

（近畿理 事）村井 正信、山中 保博、深尾 真美、藤田 幸久、松島 忠士 

監事候補  （近畿監 事）坂下 勝正  （注）( )内は近畿マスターズでの役職 

第 6号議案 平成 27年度事業の実施計画について 

平成 27年度の事業計画等について、事務局から提案説明があり、下記事項について承認された。 

（1）2015年（平成 27年）度の事業計画について再確認 

（2）300ｍ、立幅跳、ソフトボール投の種目は、オープンではなく、非公認種目として、今後、大会

要項等については「非公認」の表示とする。 

（3）近畿マスターズ選手権や全日本選手権については、選手団派遣ではなく、大阪マスターズとし
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て「参加協力」の位置付けとする。 

（4）主要事業の分担を添付の分担表のとおりとする。 

（5）競技会のプログラムを二段組みとし、印刷コストの削減を図る。 

第 7号議案 専門部活動について 

事務局会議と専門部の設置規程に基づき以下の 4 チームの活動をすすめていくための、具体的なテーマを

設定することとし、次回理事会までに骨子をまとめることについて事務局から提案があり、承認された。 

（1）記録チーム 

◆記録の更新のタイミング（大阪記録・大会記録） 

◆ＨＰへの記録掲載のタイミング 

◆日本マスターズへ記録申請を意識した結果の整理（迅速な処理） 

（2）広報チーム 

◆ＨＰの掲載内容の見直し 

◆会報のあり方…会員寄稿は随時募集してＨＰ掲載の方法も検討する 

（3）競技チーム 

◆マスターズの審判リーダーの育成・要請 

◆第 30回大阪マスターズ選手権（2016年開催）の企画…連続出場表彰ほか 

◆第 32回近畿選手権および第 23回近畿駅伝（2016年開催）の内容検討 

（4）駅伝チーム 

◆駅伝メンバーの発掘 

 


